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Die Geschichte der deutschen Lieder (Ernst Klusen) (1) 
Hachiro SAKANISHI 
Zusammenfassung 
Diese Ubersetzung entsteht aus dem恥lanuskript einer Ubersicht， di巴
Herr Prof. Dr. Ernst Klusen seiner eigenen Auswahl von ，60 Deutsche 
Liedern“gegeben hat. 1m Jahre 1979 habe ich mit meinem Freund 
Herrn Hidemaro Tamagawa， ein Verleger， Direktor des S6do-sha in 
T6kyδ， das Deutsche Volksliedarchiv Freidurg i. Br. BRD besucht. 
Dort haben wir mit Herrn Professor Klusen uber das grobe Projekt 
"Weltvolkslieder in der Japanischen Sprache“besprochen. W ir woll ten 
'Zuerst als Prob巴proj巴kt"Deutsche Lieder von Ernst Klusen“und zwar 
als gescl山 ssene Ei出eit，unabh五時igvom genannten grosen projekt 
herausgeben. ，60 Deutsche Volkslieder“wurde dann von Herrn Professor 
Klus印 刷 sgewahlt. Wegen der danach ernstnafen v巴rlegerischenKrise， 
die bis heute in J apan herrscht， steht das Proj ekt noch in einer Art 
Ber巴itschaft.Hier wird aber die Ha!fte der Ubersetung der Ubersicht 
der ausgewahlten Lieder ubersetzt， damit sie den Interessierten an den 
Projekt zur Kenntnis gebracht werden kann. 


























































































































































































































































































再び現われた O それは、長い間モーツアルトのものとされてきたが、 「ねむ
れ良い子よJ(30) の曲である。モーツアルトの時代のスタイルに徹し、やさ
しい半音記号によって感傷的に装飾された曲が、子供らしくないテキストに
付されている O これらは、子供の幸わせな生活にたいする大人の観察である。
描写にさいしては、室内装飾的な方法であるが、第二詩節においてエロティ
ックなほのめかしさえある o 19世紀の市民層ではこの歌は非常に好まれた。
有名なウィーン少年合唱団のパレード曲として今日なお歌われている O 市民
の大部分は自分で歌うよりもむしろこの曲をコンサートで聴くのを好む。芸
術曲との境界はこのままである。多くの人々の筒素な音楽と、苦心の推献を
重ねた18世紀の背楽とは、まだf也のやり方ででくわしている O この時代にム
般的に適当された小形式として、いわゆる歌曲形式が形成された o 8拍子周
期、これが4拍子半周期2つから成り立ち、全体として 8拍子周期を 2倍に
拡大することができる。この周期形成は18世紀以前の筒素な歌からすでに発
生展開し、自ら発展した古典的な器楽曲の最小の単位となった。ハイドン、
モーツアルト、ベートーヴェンを経て19世紀のロマン派様式の中にまで、こ
の周期形式がー歩牟歩浸透してきた。
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